
SEA2026 （日本教育オーディオロジー研究会 研修会）のご案内 

 

迷い続ける現場のための SEA 

 －教員と言語聴覚士、聴覚障害に携わるみんなで学ぶ 2日間－ 

 

主  催：日本教育オーディオロジー研究会 

日  時：2026 年 8 月 8 日（土）9：30― 9 日（日）13：00 

場  所：群馬パース大学 4 号館（群馬県高崎市問屋町３丁目３−４） 

参加定員：50 名 

対  象：日本教育オーディオロジー研究会 会員 

※ 申し込み時点で非会員の方でも当日入会登録が可能です。また、各地

区の教育オーディオロジー研究協議会会員の方も入会登録が必要です。 

職種を問わず、聴覚障害のあるお子さんの教育・療育等に携わっている

方々を歓迎致します！ 

参  加  費：5,000 円（申込時に非会員の方は別途入会金 1,000 円が必要です） 

参加申込締切：6 月 6 日（土）23：59 7 月 7 日（火）23：59 

申込フォーム：https://forms.gle/XuimYCiasuWjiM2m9 

参加希望の方は上記 URL からフォームを開き、必要事項を記入してお送

りください。その後、参加費の振込みが確認された時点で申し込みが完了

いたします。 

参加費振込先： 

  郵便振替の場合  口座番号：01610-2-016918 

           加入者名：日本教育オーディオロジー研究会 

  他金融機関から  金融機関名：ゆうちょ銀行 一六九（イチロクキュウ）店 

口座番号等：当座 0016918 

   ※振込手数料は申込者ご負担でお願いいたします 

    また、通信欄に「SEA 参加費」と記入していただけると助かります 

 

お問合せ先：masa-ogawa@gifu.email.ne.jp（担当；小川征利） 

https://forms.gle/XuimYCiasuWjiM2m9
mailto:masa-ogawa@gifu.email.ne.jp


プログラム 

１日目 

  9:30～10:00 受付 

10:00～10:15 プログラムの案内（アイスブレイクや 2 日間の目的の確認も含む） 

10:15～12:00 教育オーディオロジーUpdate：メーカーからの情報 

    小児・教育オーディオロジーに関わる最新機器について、メーカー各社から

短時間でポイントを紹介していただきます。プレゼンテーション後には、展示

ブースで実際に機器を体験しながら、より詳しい説明を聞くことができます。

日頃の実践で感じている疑問をメーカー担当者に直接尋ねたり、他の会員と情

報交換したりすることで、明日からの支援に活かせる具体的な知見を得る機会

となります。 

出展予定企業（4 月末時点・敬称略）：オーティコン補聴器，ダイアテック・カ

ンパニー（聴覚検査機器），フォナック補聴器，メドエルジャパン（人工内耳）

日本コクレア（人工内耳） 

12:00～13:00 昼食等（受付及び機器展示は 13:00 まで行っています） 

13:00～15:00 講演：子どものきこえ・ことば・コミュニケーションの発達（仮） 

   群馬パース大学の北義子先生によるご講演です。乳幼児期におけるコミュニ

ケーションの発達について詳しく解説いただき、その後のきこえ・ことば・コ

ミュニケーションの発達に与える影響についてお話しいただきます。講演後に

は質疑の時間もあります。 

15:30～17:00 ことばやコミュニケーションの発達について考える！ 

   参加者はグループに分かれて、ことばやコミュニケーションの発達に関し

て、疑問に思っていることや悩んでいることなどの意見交流を行います。 

  



２日目 

 9:00～11:00 これでわかる聴力検査・測定のコツ！ 

   検査機器に触れたり、自身が被験者になったりすることで、検査の手法や解

釈の方法をより深く学びます。また、ベテランの言語聴覚士や教員から「コ

ツ」についてもお話が聴けます。 

１）A コース：純音聴力検査の方法と語音聴力検査の方法について、子ども（主に

学齢期以降）に実施することを前提として、実際に機器を操作しなが

ら基本的な内容を学びます。ベテランの先生方から検査の手引き書な

どには載っていないようなコツを教えてもらいます。 

２）B コース：BOA、VRA、条件付けなど乳幼児を対象とした聴力検査について、

検査の手引き書などには載っていないような計測時のコツや、結果の

説明の仕方のコツなど実践を踏まえた内容のお話が聴けます。 

３）C コース：群馬パース大学の澤田 裕也先生（臨床検査技師）によるハンズオン

セミナーで、ABR について検査体験しながら測定結果（脳波）の意味

を理解します。あわせて、それらの結果を臨床の場でどのように活用

するのか（保護者へのフィードバック、学校への伝え方なども含む）

について参加者の皆さんで議論する予定です。 

11:10～11:50 全体講演：教育オーディオロジーの展望（仮題） 

 本研究会会長の平島ユイ子から言語聴覚士に期待すること、教員に期待する

こと、及び両者に期待することなど教育オーディオロジーの展望についてお話

しします。 

12:00～12:30 グループワーク：リフレクション 

   ２日間で学んだことをグループでシェアします。グループは１日目のグループ

です。 

12:30～13:00 総会・閉会式 

   日本教育オーディオロジー研究会の総会をおこないます。なお、総会は全国

の会員とオンラインでつないで行います。 

  



その他：  

① SEA2026 は日本教育オーディオロジー研究会「教育オーディオロジー未来

基金」による参加助成給付金の対象です。参加を希望する 40 歳未満の本会会

員の方が対象となっております。詳しくは別紙案内をご覧ください。 

  ② 情報保障の必要な方につきましては、その旨フォームにご記入ください。 

なお、ご要望にお応えできない場合もありますのでご了承ください。 

③  昼食の準備はありません。各自でお食事のご用意をお願いいたします。 

④ １日目の夜に懇親会を計画しています。お店の予約のためご参加いただける

場合には必ずフォームにその旨ご回答ください。参加費は 5000 円程度を予

定しています。 


